
都道府県名　　　静岡県

１　産地パワーアップ計画

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加

地区名 対象作物 取組内容 成果目標

現状 目標 実績

（30年度） （30年度）

産地パワーアップ事業

都道府県事業評価報告書

藤枝市地
域農業再
生協議会

1 葉梨
ミニ
トマト

収益性の高い施設野菜
産地の形成の推進
①市場ニーズの高いミ
ニトマトの作付の取組
②複合環境制御装置の
導入による高品質・安
定供給の取組

販売額の
10％以上の

増加

(H27)
0

(H30)
75,751千円

11,690千円
/10a

76,244
千円

11,766
千円
／10a

115%

引き続き、取組主
体の生産、経営努
力により、経営発
展が図られること
を期待する。

磐田市農
業再生協
議会

2 豊岡 赤シソ

赤シソ産地の育成の推進
①処理能力の高い塩蔵加工処理施
設の整備
②収量性の高い赤シソ品種の導入
を推進することにより、販売額
10％以上の増加を実現する。

販売額の
10％以上の

増加

(H27)
165,663
千円

(H30)
217,800
千円

148,095千円 -33.7%

事業効果により、栽培
面積の増加は図られた
が、害虫の発生によ
り、見込まれた収量を
確保できなかった。今
後、万全な害虫対策と
栽培管理の一層の徹
底により、収量を確保
する。

河津町担
い手育成
総合支援
協議会

3 河津町 果樹

高性能な光セン
サー選果機の導
入、低コスト耐候
性ハウスの新設

販売額の
10％以上の

増加

(H26)
124,025,661

円

(H30)
144,500,000

円
113,686,073円 -2.2%

事業効果により、単価
が上昇し地域との単価
差が縮小したが、天候
不順による収量減少
や、品質低下によって
計画よりも販売額が伸
び悩んだことから、栽
培管理の一層の徹底
により一層の品質向上
と収量の確保を期待す
る。

東伊豆町
農業再生
協議会

4 東伊豆 イチゴ

施設野菜産地の形成の推
進
①　高設栽培システム、
省エネ施設等の導入によ
り、イチゴ栽培面積の拡
大と品質向上を図る取組

販売額の
10％以上の

増加

(H27)
67,985
千円

(H30)
88,050
千円

81,566千円 37.2%

事業効果により規模
拡大と生産の効率化
が図られたため販売
額は増加したが、目
標には至らなかっ
た。栽培管理の一層
の徹底による収量及
び品質の向上、安定
した販売先の確保に
よる販売額の増加を
期待する。

浜松市担
い手育成
総合支援
協議会

10 浜松市
花き
(多肉
植物)

販売額10％以上の
増加を目指し、地
域農業の経営モデ
ルを実践する。

販売額の
10％以上の

増加

(H27)
223,290
千円

(H30)
256,783
千円

259,572,53
1円

253.3%

引き続き、取組主
体の生産、経営努
力により、経営発
展が図られること
を期待する。

湖西市担
い手育成
総合支援
協議会

11 湖西市 花き

地域の中心的な担い
手2名により産地の販
売額10％以上の増加
を目指し、地域農業
の経営モデルを実践
する。

販売額の
10％以上の

増加

(H27)
137,093,80

7円

(H30)
171,921,74

9円

174,439,07
0円

101.2%

自然災害があった
ものの、取組主体
の生産、経営努力
により、目標が達
成され、経営発展
が図られた。

地域協議
会名

整理
番号

達成率
（％）

都道府県の評価



（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

（４）需要減が見込まれる品目・品種から需要が見込まれる品目・品種への転換率100％

袋井市農
業再生協
議会

12
豊沢
笠原

茶

・茶園の集積による
規模拡大
・乗用型摘採機の導
入による作
　業能力の向上
・被覆茶、有機茶な
どの高付加
　価値茶生産の取り
組み
・消費者への直接販
売の強化

販売額の
10％以上の

増加

(H27)
158,211
千円

(H30)
174,033
千円

199,922
千円

310.49%

乗用型摘採機のリー
ス導入により、取組
主体への茶園集積が
実現し、その結果、
生産量の拡大が図ら
れたことにより、販
売金額が10％以上向
上した。また、取引
先の需要に応じた生
産体制が構築される
ことにより、荒茶単
価も維持・向上し
た。
以上のことから、成
果目標は十分達成さ
れていると判断され
る。

森町農業
再生協議
会

13 谷中
スイート
コーン
レタス

地域の水田を活用し
て収益性の高いス
イートコーンやレタ
ス（リーフレタスを
含む）の栽培面積を
拡大し、また、ス
イートコーンについ
ては、栽培方法の改
善により単収の増加
を図る。そのために
は既存の施設では十
分な対応が図れない
ことから、新たな集
出荷貯蔵施設及び育
苗ハウスを整備し、
地域の特産農作物
（スイートコーン、
レタス等）の推進を
図る。

販売額の
10％以上の

増加

(H27)
115,393,049

円

(H30)
143,833,000

円

145,007,70
6

レタス
48,604,584

スイート
コーン

96,403,122

127%

レタス
249%

スイート
コーン
104%

気象災害の影響を
受けたものの、事
業効果により、面
積が拡大し、生産
量も増加したた
め、成果目標の達
成が図られた。

（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加、新規の取組の場合又は直近
年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）


